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もりた夢駅～「夏物語」：JR森田駅
7月19日（月：海の日）17:00～21:00
目的：森田駅の内外空間を使って、住民の方に森田駅へ
の関心や愛着を高めていただく。
＜学生の参加プロセス＞
●内山研ゼミ生５名
夢駅ポスターのデザイン企画
を４週にわたって検討。その
ための企画準備会議に参加。
当日は１回生やカキ氷コーナ
ーの支援をしました。
●生活環境専攻１回生35名
地域環境論の授業の一環とし
て参加。
A：もりたんしおりづくり
B：コンサートステージ飾り
C：もりたん駅長顔出しパネル
●仁短その他の参加
絵本サークル：紙芝居、指人形
軽音楽サークル：夕やけコンサート
音楽学科：夕やけコンサート
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みんなで、え・が・お　はいピース！紙芝居(幼児教育絵本サークル）
ポスター（ゼミ生）
もりたん駅長顔出しパネル
（生活環境専攻１回生）
地域連携開放講座 
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「もりた夢駅」に参加して
生活環境専攻1回生
山 内　麻奈未
私たちは「夢駅」に企画段階から参加して、多くのこ
とを経験させていただきました。地域活性化という今ま
で私たちにはあまりなじみのなかったとりくみに参加さ
せていただき、多くの人々とひとつになって小さな目標
でも努力して成功させようという取り組みに関われまし
た。
人と人とのコミュニケーションが不足している現在(い
ま)、地域住民の方たちの熱い思いや夢駅を成功させよう
という強い気持ちが私たち学生にまで伝わってきまし
た。
１．「もりた夢駅～夏物語」（7月19日）
はじめは夢駅の企画内容をどうするか、果たして私た
ちが考えた企画で住民の方たちに満足していただけるの
であろうかなど、日が迫ってくるなか、不安なまま４つ
の企画を立ち上げました。
●4つの企画
１つ目の企画は、森田駅の入り口をバルーンで飾る企
画です。森田駅の正面にある太い柱にバルーンを巻きつ
けるということなのですが、バルーンの間にピンクや、
黄色、しろの紙の花をつけていきました。また、柱の間
に書道をしていた学生にお願いし、『森田夢駅』と書い
てもらった紙をスチレンボードに貼り、そしてその下に
ダンボールと、アルミホイルで作った星をテグスでつる
し、七夕をイメージしたゲートを作りました。
２つ目は、軽音サークルのメンバーにライブをしても
らうという企画です。サークルのみんなはその夢駅当日
までに練習をして、当日の夕方ごろに重い楽器を駅のホ
ームに運び、多くの方に楽しんでいただきました。
３つ目は、オリジナルのしおりを作るという企画です。
これは下絵に『もりたん』という生活環境の卒業生が作
成した森田地区のキャラクターをベースに、駅に関係し
た服を着せたり、森田に関係するものを描いて、それを
コピーし、子供たちに色を塗ってもらって、ラミネート
する企画です。
４つ目は、先の『もりたん』を駅長にし、顔出しパネ
ルを作る企画です。この企画では多くの労力を要しまし
た。それは今まで使った事がないMacを使う事で、もう
一つは顔だしパネルにふさわしい大きさにしなくてはな
らなかったことです。
特に大変だったのがMacです。デザインをするなら
『イラストレーター』を使ったほうがいいという先生方
のアドバイスでチャレンジすることにしました。しかし、
担当の学生はもちろん、実践で使えるほど詳しい人は、
あまりいませんでした。そんな状況下で本番当日までに
『もりたん』の駅長姿のデザインをして、印刷をしなく
てはなりませんでした。
●人と人のつながりを実感
今回の収穫は、地域活性化の難しさを体験させていた
だいたと言う事です。そしてその中で学んだ事は、『人
と人とのつながり』です。
当日、森田地区の地域住民の方々に多くの知恵や、労
力、手助けを借りました。労力や知恵を借りたり、自分
達のイメージを伝えるために『まったく知らない地域住
民の方々とのコミュニケーション』を取る事を学びまし
た。それにより、初めはてんてこまいだった私達は、自
慣れない脚立で
飾り付け
もりたん飾り付け
完成！
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分達の企画を何とか成功させる事が出来ました。それは、
決して私達だけの力ではなく、住民の方々の力があって
こその成功だと実感しました。
地域住民の方々に私達の企画を満足していただけたの
かは自身はありませんが、私達の始めての地域活性化の
取り組みは楽しく、また仲間達との連帯感をより強くす
る事ができたと思います。
２．「もりた夢駅～冬物語」（11月14日）
「冬物語」も時間がない中で企画を急ピッチで考えた
結果、「夏物語」とは違い、新しく森田駅にギャラリー
が出来ると言う事で、それを中心に３案。そして、クリ
スマスが近いとあって、イルミネーションを１案出しま
した。
●冬物語でも4つの企画
まず１つ目
は、クリスマス
時期なので画用
紙で作ったクリ
スマスツリーを
ギャラリーの壁
面に掲示し、訪
れた人に願いや
メッセージを書いていただくと言うものでした。これは
量が半端な量ではなく、製作に当日のギリギリまでかか
ってしまいました。
２つ目は、クリスマスツリーに似た内容になりますが、
感謝ボックスを設置すると言う事です。普段照れくさく
て言えない感謝の気持ちをカードに書いていただき、年
明けに整理して模造紙に貼って公開する企画です。
３つ目は、せっかくギャラリーなので写真や、それぞ
れが書いた絵を展示する企画です。あらかじめ私達が撮
った写真や、絵
を一枚の模造紙
に貼り、もう一
枚の模造紙に
は、子供達に書
いてもらった絵
を展示するとい
う企画です。
最後になりましたが、４つ目はもりたんのイルミネー
ション作成です。これは夏物語で製作した顔出しパネル
と同じように、駅長姿の「もりたん」をイラストレータ
ーで作成し、印刷したものを90×120センチのスチレン
ボードに貼り、さらにその輪郭にイルミネーションの
LEDを1センチ間隔に付けました。スチレンボードに穴
を開けて、LEDを刺すだけでも一苦労だったと担当をし
た人が言っていました。
そしてほとんどの企画は、当日のギリギリになってや
っと完成し、出来た作品を森田駅に運び、先輩達のアド
バイスをうけながら設置しました。
●当日はあまりうけなかったけれど･･･
今回の企画は、基本的に子供達に書いていただく企画
ばかりだったのと、当日は森田地区の方々がお招きした
バルーンアートなどのイベントがあったため、私たちの
企画にはあまり人が集りませんでした。しかし、数日後、
ギャラリーのツリーには新たな飾りがたくさん付いてい
て、また子供達が書いたであろうと思われる絵もいくつ
か展示されていてほっとしました。私達の企画を見て、
気が付いた子供達や、大人の方が参加していただき、本
当に感謝すべき事だと思いました。
私達は、この1年間で2回の『夢駅』に参加させていた
だいて本当に多くの事を学べたと思います。これをバネ
に私達はこれからの活動を考え、行動に移していきたい
と思っています。
クリスマスツリー
冬物語会場飾りつけ（地元作）と
「もりたん駅長」イルミネーション（仁短作）
みんなのギャラリー
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デザイングッズの店(ゼミ生)
第6回もりた夢市：森田小学校体育館
7月19日（月：海の日）9:00～12:00
夢市コンセプト：「地元産、手づくり、オリジナル」
＜学生の参画プロセス＞
●内山研卒研ゼミ生５名、前田研ゼミ生３名。
内山研究室が夢市、夢駅に各々５人に分かれて、６月以
降約３回の企画準備会議に参加しました。
夢市などのポスターデザイン、全体の店舗デザイン、デ
ザイングッズ店の企画を４週にわたって検討しました。
当日は、デザイングッズの出店（ポストカード、写真、
陶器、デザイン関係アウトレット、シュシュ(髪飾り)）、
当日準備等に参加しました。
●食物栄養専攻の「栄養研究サークル」10名がサークル
の活動としてオリジナル手づくりパウンドケーキ、クッ
キーを出店しました。
また、コロッケ、野菜など他店の応援も行い、有意義な
交流ができました。
ビラデザイン(ゼミ生)
ファッション関係の出店(ゼミ生)
オープニングの踊りは地元の若者
パウンドケーキ・クッキーの店(栄養研究サークル)
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